































































































































































































































































































である。傍線部に明らかであるように、八月二七日段階で「楽児」 （楽童子）は江戸からの帰途に就いていた。これは「八月下旬発江戸」とある家譜と矛盾しない。したがって九月一三日に京都に着き、同一六日に「内裏」で奏楽したとする家譜の記述は、いまのところ「凉源院殿御記」 （国立公文書館蔵） ・ 「孝亮宿禰記（壬生本） 」 （宮内庁書陵部蔵） ・ 「本源自性院記」 （東京大学史料編纂所蔵写真帳） ・ 「泰重卿記（土御門本） 」 （宮内庁書陵部蔵） ・ 「大内日記」 （国立公文書館蔵）などの同時代史料に関連記事は見出せないものの、信を置くことが出来るといえよう。
さて、九月一六日に「内裏」で琉球人による奏楽がなされたとするならば、先行研究が触れなかっ











「帝王」 ・ 「内裏」 （素直に読めば、明正天皇・禁裏を指す）が後水尾上皇・上皇の居所を指すという可能性もなお残されはするも の、そのような価値体系に通じた公家が、即位式直後の幼帝に「異国人」の奏楽を受け せるべく画策した可能性は指摘できよう。
琉球楽人がこの段階で京都に居合わせたのは、たまたま江戸からの帰りであったことによるもので


















































































































































年 月 日 出来事 典　拠
寛永 3 御前奏楽の事実なし
寛永 7 9 月1（日「帝王」 の求めにより 「内裏」 で奏楽「牧姓家譜」（〔史料 5 〕）
寛永13 10月 7 日 桜御庭で明正天皇の御前で奏楽 「凉源院殿御記」（〔史料9〕）
10月13日 仙洞御所で後水尾上皇の御前で奏楽『隔冥記』（〔史料 7 〕）
10月2（日 仙洞御所で後水尾上皇の御前で奏楽『隔冥記』（同）























































































































































































































一二・一三・一四・一五年が考えられる。そこで四家老の居所について見ると、寛永一二年一一月段階で島津久元が江戸に（ 『後編』五―八六四・九二一） 、寛永一四年一一月段階で鎌田政統と島津久慶が江戸に（ 『後編』五―一一一五） 、寛永一五年一一月段階で島津久元が江戸に（ 『後編』五―一三三五）それぞれ居ることなどから、寛永一二・一四および一五年の発給と考えるのは不自然である。他方、寛永一三年九月一八日付で宛所の四家老に三原重庸を加え、 人で加判した「引付」と題する史料（ 『後編』五―九三八）が存在し、宛先の四家老は 三年 一月段階で国許に居た蓋然性が高く、 〔
2〕は寛永一三年の発
給と推測できる。
（
27）岡佳子「鳳林承章と『隔蓂記』 」 （岡ほか編『寛永文化のネットワーク
―
『隔蓂記』の世界』思文閣出版、
179 後水尾上皇・ 明正天皇の前で奏楽した琉球人
一九九八年）参照。
（
28）国立公文書館蔵。
（
29）安田富貴子「天下一薩摩太夫小考」 （同『古浄瑠璃』八木書房、一九九八年） 。
（
30）池内前掲「 「大君」号の歴史的性格」 。
（
31）右に同じ。
（
32）右に同じ。
（
33） 『対外関係史総合年表』 （吉川弘文館、一九九九年）参照。
（
3（）池内前掲「 「大君」号の歴史的性格」 。
（
35）木土前掲「琉球使節の成立」 。
（
3（）三宅正浩「近世前期の京都と西国大名」 『日本歴史』七九五、二〇一四年） 。
（
37）藤田前掲『幕末の天皇』 （一七一～一七二頁） 。
